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はじめに
１．保育者養成における音楽教育の位置づけ
幼稚園教育要領では1989年の改訂の際に，従来の「音楽リズム」と「絵画制作」が総括
された「表現」という保育内容に変更され，保育所保育指針でも1990年の改訂の際に同様
の変更がなされた（近藤，1994）。これにより，従来は「健康」「社会」「自然」「言語」「音
楽リズム」「絵画制作」の６領域だったものが，「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」
の５領域となった。
これらの領域は個々に独立しているものではなく，５つの領域を相互に関連させた内容
となっており，総合的な経験や活動を通して子どもの成長発達を洞察するものとなってい
る（近藤，1994）。音楽教育の関連領域である「音楽リズム」は子どもが表現する喜びを
味わうことが「ねらい」であったのに対して，「表現」は表現しようとする子どもの意欲
や態度について，音楽・絵画・制作・遊びなど，さまざまな表現活動を通して豊かに育む
ことが「ねらい」とされるようになった（峯，2012）。
このように，「表現」で求められる内容が多様になるにつれて，最も現場で用いられる
楽器であるピアノの演奏技能の重要性が増してきている。しかしながら，保育者養成課程
に入学してくる学生の中でピアノの経験者は減少の一途を辿っており，保育現場において
も保育者のピアノ技能教育に苦心しているという実態がある。本学へ入学してくる学生も
例外ではなく，鍵盤楽器の初心者は約4割を占めているのが現状である（小栗ら，2016）。
ピアノの演奏技能は子どものころの学習経験によってほぼ決まるとの指摘もされており
（深見ら，2007），初心者として入学してきた学生に対してどれほど効果的な音楽教育カリ
キュラムを提供できるかということは喫緊の課題であると言えよう。
２．本学における音楽教育カリキュラムの概要と本稿の目的
本学における音楽教育カリキュラムの構成について整理すると以下の通りである。１年
次前期に「音楽Ⅰ」，１年次後期に「音楽Ⅱ」，１年次通年で「音楽Ⅲ」，２年次通年で「音
楽Ⅳ」，２年次前期に「幼児音楽Ⅰ」，２年次後期に「幼児音楽Ⅱ」の授業が実施される。
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流れを図１に示す。
本学における保育者養成カリキュラムは，「実習」と「授業」との「往還型カリキュラム」
として捉えられ（畠山ら，2014），音楽教育カリキュラムについても同様のことが言える。
つまり，本学における音楽教育は各時期の実習で活かせる内容となっており，実習後はそ
の実践体験を踏まえて，再び大学において知識や技能を身につけるというように，「実習」
図１　現在の本学における音楽教育カリキュラム
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と「授業」を往復しながら保育者に相応しい力が獲得できる仕組みになっている。
ピアノ以外の音楽教育としては，「音楽Ⅰ」「音楽Ⅱ」「幼児音楽Ⅰ」「幼児音楽Ⅱ」が挙
げられる。「音楽Ⅰ」では音楽の基礎を学ぶことが目的であり，読譜のような音楽の基礎
的能力の習得の他に，ギター，合唱などを通して保育者としての音楽的資質の獲得を目指
している。「音楽Ⅱ」では，「音楽Ⅰ」で学んだことを習熟させることを目的として，手作
り楽器製作と演奏，打楽器や簡易楽器のアンサンブルなどを取り入れている。「幼児音楽Ⅰ」
では保育の現場において必要な音楽の知識・技能の習得を目的とし，幼稚園・保育園の日
常的な音楽活動にならって季節の歌や行事の歌を学ぶとともに，音楽理論の学習，手遊び・
音楽遊びなどの演習を行っている。「幼児音楽Ⅱ」では上記の事柄を習熟させるとともに，
子どもへの歌唱指導法，幼児用楽器の演奏法や指導法，合奏についての知識・技能の習得
を目指している。
小栗ら（2016）にもあるように，本学には週１回のピアノ個人レッスンがある。これが「音
楽Ⅲ・Ⅳ」にあたる。個人レッスンでは各学生の習熟度に合わせた指導が受けられる一方
で，１回のレッスン時間は15分程度であり，学生の自主練習が課題曲習得において重要と
なってくる。また，本学の「音楽Ⅲ・Ⅳ」は，いずれもピアノ技能の習得に特化した科目
として設定されているが，その内容の継続性と仕組みの特殊性のため，独立した２つの科
目ではなく「音楽Ⅲ・Ⅳ」という大きな１つの科目として捉えられている。
以上のような本学の音楽教育の実情を踏まえ，より効果的な音楽教育カリキュラムを提
供するために，本稿では「音楽Ⅲ・Ⅳ」の実践報告を通して，取り組むべき今後の課題を
検討することを目的とする。
音楽Ⅲ・Ⅳの実践報告
１．授業形式とクラス分け
まず初めに，本科目の特殊な授業形式について触れておきたい。本科目は，大学や短大
で行われている多くの講義や演習の様な一斉授業形式とは異なり，ピアノ技能と弾き歌い
技能の習得に特化した個人指導形式で行われている。約65～70名の受講者を担当教員12名
が分担し，更に90分を担当学生数で分割するため，各学生への指導時間は平均15分程度と
なっている。これは，多くの保育者養成校が共通して持つ課題かもしれないが，音楽教室
のピアノ個人レッスン時間が通常30分であることと比較すると，ピアノ技能の指導時間と
しては極端に少ないと言わざるを得ない。そこで，本科目では次の２種類のクラスを設置
し，ピアノ初心者に対する指導時間をより多く確保している。
⑴　通常クラス　　：　ピアノ経験者を中心に編成。最大７名まで。
⑵　ゆとりクラス　：　ピアノ未経験者を中心に編成。最大４名まで。
図２は，現在の「音楽Ⅲ」「音楽Ⅳ」それぞれのクラス配分状況を示したものである。
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このように，それぞれのクラスの設置数は各学年におけるピアノ未経験者数の割合に
よって変動し，ゆとりクラスに編入されるべき受講者数は毎年概ね全体の10～15%となっ
ている。
２．教材の工夫
本科目では，「バイエル教則本」と子どもの歌の曲集の楽譜を教材として使用している。
中心となるのは子どもの歌の曲集であり，「バイエル教則本」はピアノ初心者である一部
の学生のみがサブテキストとして併用している。2007年度から2014年度までの８年間，本
科目の子どもの歌の教材は同一のものが使用されてきたが，2015年度より教材を変更した。
このため，現２年生と現１年生は異なる教材を使用している。教材変更に至った理由を述
べる前に，それぞれ教材の違いについて見ておきたい。
譜例１は，現２年生が使用している子どもの歌の教材である。メロディの上部にコード
のみが記されており，左手で演奏するべき実音と伴奏形のリズムは離れたところに書かれ
ている。このような楽譜で演奏する場合，演奏者は右手でメロディを弾きつつコードを瞬
時に判断し，左手で伴奏を行わなければならない。かつての保育現場ではよく見られたタ
イプの楽譜であるが，この楽譜を使用してピアノ演奏を行うためには熟練したピアノ技能
が求められる。
図２　平成27年度「音楽Ⅲ」「音楽Ⅳ」クラス配分
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次頁の譜例２は，現１年生が使用している教材である。譜例１と同じ曲目であるが，実
際に左手で弾くべき音がメロディのすぐ下に実音で書かれているため，視覚的に捉えやす
くなっている。通常，「バイエル教則本」を初めとする両手で演奏するための楽譜は，こ
のように上下２段の大譜表に書かれているのが一般的であり，初心者にとっては無論のこ
と，幼少期に音楽教室などでピアノを習った経験のある学生にとっても最も見慣れたタイ
プの楽譜であると言えよう。また，一般的に，ピアノ教室ではコードの習得は行わないた
め，ピアノ経験者にとってもコード譜による演奏は慣れない作業と言える。
更に，この楽譜は最も簡易な伴奏で書かれており，初心者の場合でも元の楽譜のまま実
践で十分に伴奏が可能であるが，このテキストには譜例３のような伴奏形のアレンジ方法
が別個に掲載されており，上級者の場合には各自で選択した伴奏形での実践が可能となっ
ている。
このように２種類の楽譜を比較してみると，同じ曲目を演奏する場合でも，視覚的な違
いが弾きやすさに大きく影響を及ぼすことが推量される。つまり，楽譜を変えることによっ
て，同じ曲目をより短期間で習得できる可能性があると考えられる。
譜例１　現２年生が使用している子どもの歌の教材
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譜例２　現１年生が使用している教材
譜例３　別個に記載された伴奏形のアレンジ方法
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本来，保育者として優先されるべきピアノ技能は，コード付メロディ譜を演奏できるこ
とや難しい伴奏を弾きこなすことではなく，子どもの前でスムーズに弾き歌いや伴奏がで
きることであろう。したがって，子どもの歌をコード付メロディ譜で習得しなければなら
ない必要性はなく，むしろ保育者がより扱いやすい楽譜を教材として採用すべきであると
考えた。使用教材を検討するにあたっては，特に以下の条件を重視した。
⑴　ピアノ初心者・経験者共に演奏しやすい楽譜であること
⑵　保育者として習得すべき曲目を網羅していること
⑶　学生個々の能力差に対応可能であること
ピアノ演奏のみに集中できないリスクを伴う「弾き歌い」を前提とするならば尚更，保
育者の負担は最小限に抑えられるべきであろう。この点が，今年度より教材を変更するに
至った最も大きな理由である。
３．ピアノグレード表の利用
⑴　ピアノグレード表の目的
本科目は，シラバス上においては毎回の授業計画を設定していない。これは，授業開始
の時点で学生個々のピアノ経験や技能の習熟度合には大きな差異があるため，受講者全員
が足並みを揃え、毎回同一のテーマで本科目の課題をこなしていくのが困難という理由に
基づくものである。しかし，単位取得のためには毎回の授業計画に代わる一定の基準が必
要となる。この問題を解消するために本学では「ピアノグレード表」を使用しており，こ
れが本科目を履修する上での柱となっていると同時に，受講者個々の授業計画表としての
役割を担っている。
ピアノグレード表は，以下の４つの目的で作成されている。
①単位取得のための基準を設置する
②保育者が習得すべき楽曲を網羅する
③学生個々の能力と進度に見合った課題を課す
④経験者・初心者を問わず効率的・段階的なピアノ技能の習得を可能にする
これらの目的を果たすために，実際にピアノグレード表を作成する上でどのような工夫
がなされているかについて述べたい。
⑵　必修課題の設定
付録は現在の「音楽Ⅲ・Ⅳ」のピアノグレード表の一部である。それぞれの頁の最下部
に記されているように，単位取得のため到達すべき基準が設定されており，「音楽Ⅲ」「音
楽Ⅳ」共に27曲が必修課題として定められている。この数は，保育現場で実際に歌われる
年間の曲数を考慮したもので，保育者が習得すべき必要最低限の曲数を示しているとも言
える。
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⑶　優先性を考慮した曲目の選択
子どもの歌は，昔ながらの童謡から最新アニメのヒット曲まで多岐に渡っている。さら
に，子どもの歌には流行りがあり，ピアノグレード表に取り入れる曲目を選択する際には
必然的に優先順位を付けなければならない。本学では，端午の節句や七夕などの園行事の
前後に歌われている歌などは最も優先されるべき曲目と考え，そのほとんどを「音楽Ⅲ・Ⅳ」
の必修課題として組み込んでいる。言い換えれば，ピアノグレード表に取り入れられた曲
目は，保育現場で使用頻度の高い曲目ということになる。
⑷　個々の能力に対応可能な履修方式
ピアノグレード表に従い曲目を習得していく過程で，ピアノ経験者と初心者とでは当然
の如くその進度に大きな差異が生じてくる。既に述べたように，ピアノグレード表には到
達すべき基準が設けられているが，これは上限を意味するものではない。仮に，学期途中
に必修課題を全て終了してしまったとしても，引き続きその先の課題に進む仕組みとなっ
ている。このように，進行に対する制限を設けないことにより，個々のペースを乱すこと
なく課題をこなしていくことが可能となっている。
⑸　難易度に従った曲目の並べ替え
初心者が段階を踏んでピアノ技能を身に着ける必要性を考慮し，ピアノグレード表の曲
目は難易度の低いものから順次習得できるよう配列されている。通常，保育者用のピアノ
テキストに収められている曲目は，「行事」や「季節」などでカテゴライズされていたり，
単に50音順で掲載されていたりするために，初心者の技能習得という特定の視点から見た
場合，非常に使い難いものとなっているが，必要な曲目を習得の容易なものから順に並べ
替えることにより，効率的にレパートリーを広げるという目的を果たしている。
４．ピアノ技能指導の実際
⑴　段階的な技能指導
ピアノによる子どもの歌の弾き歌いは保育現場において慣例的に行われる独特の伴奏ス
タイルであるが，その特徴は「ピアノ演奏」「歌唱」「表現」「子どもとのコミュニケーショ
ン」の４つを同時に行わなければならない点であり，楽譜に書かれた音を歌に合わせてそ
のまま演奏する一般的なピアノ伴奏とは本質的に異なる技能であると言えよう。つまり，
「ピアノ」と「弾き歌い」は区別して指導されるべき技能ということになる。しかしながら，
弾き歌いの基盤となるのはピアノ技能であり，まずピアノ演奏をクリアできなければ弾き
歌いも成立しないことになる。そこで，本科目では受講者が１つの曲目を習得する際，図
３に示すような段階的な指導を行っている。
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このように，曲目ごとに第一段階としてピアノ技能指導を徹底して行い，第二段階とし
て弾き歌い指導を行うことで，「保育現場でそのまま実践できる弾き歌い」という完成形
へ到達することを目指している。
⑵　レッスンの仕組み
技能の習得にはその鍛錬のためのトレーニングが不可欠であり，本科目においても事前
準備として受講者によるピアノや弾き歌いの自主練習が前提となっている。自主練習に
よって仕上げられた演奏の習熟度が高い場合，担当教員によって当該曲目の修了が認定さ
れ，次の課題曲目の習得へと移行する。習熟度の低い曲目は教員によって上記の様な段階
的な指導が反復して行われ，修了認定は次週以降へ持ち越される。
以上述べてきたように，授業の中で行われる指導は曲目習得の途中段階での修正，もし
くは曲の仕上げの段階の最終調整が中心となっており，技能習得の大部分は受講者の自主
練習に委ねられている。
通常，自主練習のプロセスはおおよそ以下のような流れとなっており，ピアノ経験者の
場合，下記の３つのプロセスを全て独力で遂行し，課題曲目をほぼ完成させた状態で毎回
のレッスンに臨むことが可能である。
ステップ１：曲の分析（譜読み・指使いの設定）
ステップ２：曲の枠づくり（メロディの練習・基本の伴奏の練習・ペダルづけ）
ステップ３：曲の仕上げ（伴奏のアレンジ・表現づけ）
⑶　楽譜への工夫
初心者の場合は楽譜への理解度が低く自主練習の要領が得られないため，演奏自体を形
作るまでに多くの時間を費やしてしまいかねない。そこで，ピアノ初心者に対しては技能
図３　段階的な技能指導の実際
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習得の前段階として次の指導を行っている。
指使い・運指の指導　指使いによって曲の弾き易さは大きく左右される。しかし，指使
いパターンの知識に乏しいピアノ初心者が音の動きに応じた適切な指使いを設定する作業
を行うには困難を伴う。そこで，受講者が練習を始める前に指導者が右手のメロディの指
使いを設定し，全ての音に対して予め指番号を記入させている。また，初心者が特に難
しさを感じる「指くぐり」や「指広げ」などの運指上のポイントについては事前に説明し，
矢印などの記号で示し注意を喚起している。さらに，黒鍵で演奏されるべき音は事前に全
て拾い出し，受講者自身がマーカーなどにより色付けを行っている。
リズム指導　幼児の声帯はまだ発達段階の途中にあり，その歌声は音程を伴わない一本
調子に聴こえるが，リズムは比較的正確に捉えて歌っているのが分かる。そのため，保育
者の弾き歌い演奏にはリズムの正確性が求められる。そこで本学では，まず指導者が一定
の速さで叩く拍に合わせ，受講者がメロディのリズムを正確に叩くリズム練習を行ってい
る。覚え難いリズムや間違えやすいリズムには「タッカタッカタン」「ウンタンタン」など，
言葉によるリズムの表現を楽譜に書き込んだり，促音を含む歌詞に合わせて音を短く切っ
て演奏すべき個所を記入している。
色によるコードの識別　左手で演奏する伴奏コード（和音）は３つの音で形成されてい
るが，読譜に不慣れな初心者が演奏しながら３つの音を瞬時に読み取ることは不可能に近
い。そこで，練習前にコードをマーカーなどで色分けし，視覚的に捉えやすくする方法を
採っている。通常、子どもの歌の伴奏コードは，主和音，属和音，下属和音の３種類の
和音が最も多く使われており，図４に示すように調性によって使用するコードが変化する。
しかし、同じＣのコードであっても，ハ長調で弾くＣは親指，中指、小指で等間隔の鍵盤
を弾く基本形，ト長調で弾くＣは親指，人差し指，小指で弾く第二転回形というように手
の形状が異なるため，単純にＣを赤，Ｇを青というような色分けを行うと混乱を招きかね
ない。逆に，主和音はそれがＣであってもＤであっても，常に３本の指が等間隔という一
定の手の形状となる。そこで，主和音を赤，属和音を青，下属和音を緑という様に，手の
形状に対して色を対応させ，色を見て手の形状を作る訓練を行っている。この方法を習慣
化することにより，音符やコードの詳細に読み取らずに色を見て反射的に伴奏コードを演
奏できるよう工夫している。
図４　各調の主要三和音
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⑷　練習方法の指導
次に，上記の楽譜を使用し，以下の流れでレッスンを行っている。
１．右手のメロディのみを弾く（片手奏）
２．左手のコードを，色を見て判断できるよう覚えるまで反復する（片手奏）
３．メロディと伴奏を合わせる（両手奏）
４．曲の中で，特に運指の難しい箇所を反復練習する（両手奏）
このように，本来自主練習の最初のステップで行われるべき譜読みの要領と，次の段階
で行われるべき練習の一部分を個別指導の中で行うことにより，受講者は技能向上に繋が
る練習方法を習得し，徐々に自主練習を効率よく実践できる力が身につくと考えられる。
考　察
以上が現在の「音楽Ⅲ・Ⅳ」の授業実践の実際である。ピアノグレード表の作成を初め
とするさまざまな試みにより，初心者に対するピアノ教育において成果を上げた部分は大
きい。しかし，同時に多くの課題が残されているのもまた事実である。
第一の課題として挙げられるのは，弾き歌い技能指導の工夫と改善であろう。本科目の
利点は個別指導の時間が確保されているところにあるが，その大半はピアノ技能指導に充
てられており，弾き歌い技能の「歌唱」「表現」「子どもとのコミュニケーション」の指導
に関しては不足しがちなのが現状である。本来ならば，歌唱はピアノと同様に独立して指
導されるべき技能であるが，現在本科目内において歌唱に特化した指導は行われていない。
また，幼児を対象とした場合の効果的な音楽表現やコミュニケーション法は，実際に複数
名を相手に繰り返し実践することで習得できる技能と言えよう。弾き歌い演奏の問題点や
改善点は，大勢の前で演奏することによって初めて明確となる。したがって、個別指導形
式で行われる弾き歌い指導には限界があると考えられる。今後検討しなければならないの
は，グループ演習形式で行う弾き歌い技能の指導である。例えば，定期的にグループレッ
スンを行い，受講者同士で表現方法やコミュニケーション法を提案し，実践後に評価し合
うといったような相互学習の機会を導入する必要がある。或いは，模擬保育室を設け，ク
ラスメートを幼児に見立てて実際に保育園や幼稚園で登園後や降園前に行われている音楽
活動のシミュレーションを行うことも大きな学習効果が得られると考えられる。本科目に
おいて，ピアノ技能指導と弾き歌い技能指導のバランスを保つための工夫は最も優先しな
ければならない課題である。
第二の課題は，受講者の自主練習内容の見直しである。現在，ピアノや弾き歌いの自主
練習方法は受講者それぞれに任されているが，技能を習得する上で最も重要なのは曲の仕
上げの段階ではなく，その練習過程にある。しかし，本科目で現在行われているピアノ教
育においては，受講者の練習過程にまで指導が行き届いていないのが現実である。そのた
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め，例え受講者が誤った方法で練習を繰り返し行い，曲目の習得に必要以上の時間を要し
ていたとしても，指導者はその原因を探ることが出来ない。１名につき約15分という限ら
れた個別指導の時間を効率的に利用するためにも，受講者に一定の練習方法を示唆する必
要があると考えられる。そこで，今後検討したいのはICTの活用である。例えば，課題曲
目の模範演奏や練習方法，表現のテクニック，ペダリングや運指の注意点の説明などを収
録したDVDと，収録曲目の注釈付楽譜を作成する。受講者は動画を繰り返し視聴し，模
倣することにより大幅な自主練習の改善が期待できるであろう。実技が中心となるピアノ
教育において，ICTの活用は教育的効果の面から鑑みて優先的に取り入れたい教育法の一
つである。
第三の課題は，ピアノグレード表に掲載する曲目の精査である。これまで，本科目では
掲載曲目の検討を数年に一度行うのみであった。しかし，受講者が習得する曲目は常に
時節に対応したものでなければならない。実用的なピアノグレード表を作成するために
は，保育園・幼稚園・認定こども園を対象とした定期的な調査が必要であろう。調査内容
は，単に現在歌われている曲目のデータを取得するだけではなく，それぞれの園における
音楽活動の頻度や時間帯，使用楽譜，楽曲に対する園児の嗜好の傾向などを含めた実態調
査であることが望ましい。これらの調査結果を反映させたピアノグレード表を作成し，毎
年更新するとともに，新規に刊行された曲目にも着眼し，履修中の受講者が使用している
ピアノグレード表に追加する工夫が必要となってくる。
おわりに
　本研究では，ピアノ技能と弾き歌い技能の習得に特化した個人指導形式で行われている
科目である「音楽Ⅲ・Ⅳ」の実践報告を通して，取り組むべき今後の課題を検討した。
　ここでは，「音楽Ⅲ・Ⅳ」の実践報告と今後の課題について考察する。
１．実践報告について
　「音楽Ⅲ・Ⅳ」の特徴として，①ピアノグレード表の活用，②楽譜への工夫，③練習方
法の工夫，等があることが明らかになった。
⑴　ピアノグレード表
　「音楽Ⅲ・Ⅳ」では，本学独自のピアノグレード表を作成している。ピアノグレード表には，
保育現場で使用頻度の高い曲目が網羅されており，難易度の低いものから順次習得できる
よう配列されているので，受講者個々の授業計画表としての役割もあるのが特徴である。
　また，「音楽Ⅲ・Ⅳ」のピアノグレード表は，①ピアノ初心者・経験者共に演奏しやす
い楽譜であること，②保育者として習得すべき曲目を網羅していること，③学生個々の能
力差に対応可能であることなどの特徴も併せ持っている。
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⑵　楽譜への工夫
　楽譜に，教員や受講生が，指番号・矢印などの記号・マーカーによる色づけ・言葉によ
るリズムの表現・色によるコードの識別などを書き込んで，初心者が視覚的に捉えやすく
する工夫をしている。これは，本学独自の注釈付楽譜の初期的な取り組みとして評価できる。
⑶　練習方法の工夫
　初心者に合わせて，①右手のメロディのみを弾く（片手奏），②左手のコードを，色を
見て判断できるよう覚えるまで反復する（片手奏），③メロディと伴奏を合わせる（両手奏），
④曲の中で，特に運指の難しい箇所を反復練習する（両手奏）という流れでレッスンを行
い，各曲目を短時間で習得しやすいように工夫している。このことは，練習方法をルーティ
ン化することにより，授業での個人レッスンだけでなく，学内や自宅での自主練習の効率
化にもつながることが期待できる。
２．今後の課題
　今後の課題として，①ピアノグレード表に掲載する曲目の精査，②弾き歌い技能指導の
工夫と改善，③受講者の自主練習内容の見直しが必要であることが明らかになった。
⑴　ピアノグレード表に掲載する曲目の精査
　ピアノグレード表の鮮度を保つためには，保育現場で使われる曲目，楽譜等の定期的調
査が必要であることが示唆されており，今後の大きな課題である。保育現場での実態調査
が，ピアノグレード表にフィードバックされることにより，「音楽Ⅲ・Ⅳ」の学習成果が
より質の高いものになると期待できる。
⑵　弾き歌い技能指導の工夫と改善
　授業での個人レッスンの大半は，ピアノ技能指導に充てられており，弾き歌い技能の「歌
唱」「表現」「子どもとのコミュニケーション」の指導に関しては不足しがちである。すな
わち，個別指導形式で行われる弾き歌い指導には限界があることが明らかになった。
　その解決策として，グループレッスン・相互学習・模擬保育室でのシミュレーションな
どの提案がなされており，早急に取り組むべき課題である。なお，模擬保育室については，
平成28年度に整備する予定である。
⑶　受講者の自主練習内容の見直し
　毎週の個人レッスンだけでは，受講者の練習過程にまで指導が行き届かないことが明ら
かになった。本研究では，ICTの活用として，課題曲目の模範演奏や練習方法，表現のテ
クニック，ペダリングや運指の注意点の説明などを収録したDVDと，収録曲目の注釈付
楽譜を作成することなどが提案された。
　また，本研究に並行して行なわれている研究により，本学の音楽教育の改善には，模
範演奏動画と注釈付楽譜の提供が必要であることが明らかになっており（小栗ら，2016），
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本研究の成果と合わせて科学研究費を申請した。また，DVDの作成を待たずに，先般，
AppleのiTunesUのアカウントを本学として取得して，配信のための準備が始まっている。
　本研究を手始めに、「音楽Ⅲ・Ⅳ」の改善に取り組んでいく所存である。
付記
第一著者が「音楽Ⅲ・Ⅳの実践報告」「考察」，第二著者が「はじめに」，第三著者が「お
わりに」の執筆を担当し，第四著者は監修および編集を担当した。
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